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1. 本事業の目的/内容
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2025 年に開催される「大阪・関西万博」では、多くのインバウンドの来訪が見込まれる。

万博を契機に関西圏を来訪するインバウンドを、関西圏に留めることなく中国地方に誘導するた

めの取組が必須である。この取組の実現に向け、中国運輸局は令和4年度に「2025年大阪・関西

万博からのインバウンド誘客に向けた方針」を策定した。

本事業は、この「方針」にもとづいたアクションプラン策定に向けた取組に向け、東アジア、東南ア

ジア、欧米豪の訪日リピーター層をメインターゲットに、万博のテーマに沿った地域資源を中国管

内全市町村から収集し、検討会での検討を経て、周遊モデルコース作成を目的とする。

■当事業の目的

■メインターゲット/属性

訪日リピーター層
…日本を何度も訪れており、東京や京都、大阪以外の日本を見たいと思っている層

① 関西国際空港の利用の多い東アジア、東南アジアからの来訪者
• 東アジア市場（韓国、中国、台湾、香港）
• 東南アジア市場（タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、フィリピン、

ベトナム）
② 中国地方に来訪するインバウンドのうち、構成割合の高い欧米豪からの来訪者

• 欧米豪市場（米国、カナダ、豪州、英国、フランス、ドイツ他）

■周遊モデルコースの作成、定性的・定量的な目標等

検討会にて、「万博のテーマに沿った地域資源の収集」で収集した地域資源、及びモデルコー
スを作成するための検討会での協議を経て作成した素案をもとに、万博開催期間を考慮した
商品化に耐えうる周遊モデルコースを検討のうえ、東アジア、東南アジア、欧米豪の市場ごと
に中国地方内でのツアーを６コース以上、計18コース以上作成する。

検討会においては、「中国地方を万博の滞在拠点とするための取組」で提案したアイデアの実
現に向けた検討も行う。

市場ごとに作成するコースは６以上。

■事業対象地域

岡山県、広島県、山口県、島根県、鳥取県

定性的な目標

万博のテーマと親和性のある商品。各県1件以上
満足度の高い高付加価値商品。各県1件以上
SDGsに関連した工夫が行われた商品。各県1件以上
商品形態は、2泊3日等のツアー、日帰りツアー、体験コンテンツ

定量的な目標

中国地方内でのツアーを6コース以上、計18コース以上作成
モデルコースの作成、検討のため3回以上開催
4割以上の地域情報
提示を求める地域資源数は、市町村ごとに最大5つ程度
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

①自治体等へのヒアリング

万博に来訪するインバウンドの中国地方への誘客促進に向けて、受入地として重要な役割を担う

自治体等に対して取組状況のヒアリングを行った。中国地方の滞在拠点化には全体での観光魅力

度の底上げが鍵になることから、推進の柱となる「地域が主体となった取組」にもフォーカスした。

ヒアリングのポイント
2025年に開催するインバウンド向けの誘客イベントやキャンペーンについて
万博と連動したＢ2Ｂ、Ｂ2Ｃのインセンティブ（宿泊代、バス代の補助や割引）の有無
万博を活用した観光振興施策（検討中含む）について
地域（市町村）ならではの取組について
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

②中国地方を滞在拠点化とするための誘客プロモーションの実施

オンライン商談会 （Ｚｏｏｍ利用）内容

令和6年3月1日（金）14時～15時15分開催

「大阪・関西万博」のテーマに沿った地域資源の収集情報をもとに作成した周遊
モデルコースの魅力や特長を紹介し商品造成につなげていただくこと

目的

①中国地方の概要説明、②モデルコースの紹介、③ヒアリング
※詳細は、次頁スライド2Ｐ目を参照

プログラム
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

②中国地方を滞在拠点化とするための誘客プロモーションの実施

オンライン商談会投影スライド （次頁以降同様）
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

②中国地方を滞在拠点化とするための誘客プロモーションの実施

オンライン商談会投影スライド （次ページ以降同様）



15

2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

②中国地方を滞在拠点化とするための誘客プロモーションの実施
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

②中国地方を滞在拠点化とするための誘客プロモーションの実施
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

②中国地方を滞在拠点化とするための誘客プロモーションの実施

【 オンライン商談会ヒアリング内容 】

●九州では多くの外国からの観光客が宿泊している。中国地方に関心を持ってもらうには、
日本人には出雲大社をおすすめできるが、外国からの観光客にとってはどのように魅力を
伝えれば良いかが課題である。

→認知度を上げるためには努力が必要である。広島を訪れる観光客に嚴島神社や平和記念
公園を知ってもらうために、皆で意見を出し合いつつ課題に対する解決策を模索していきた
い。

●中国地方で、どのような観光ルートやショッピング以外の楽しみ方を提案してよいかわか
らない。また、夕食後にお客様の滞在を促進するための施策についても聞きたい。

→都市部では楽しめる場所があるが、地方に行くと観光客の満足度が下がってしまうように
感じている。ナイトタイムコンテンツとして、神楽の特別上演はオーダーメイドで実施されてお
り、事前予約が必要で、山陰インバウンド機構でも取り扱っている。これらの取組はインバウ
ンドのお客様にも喜んでいただけると思う。ショッピングについては、イオン、道の駅などが
あるが、道の駅は夜遅くまでやっていない。解決が必要な課題はまだ多い。

モデルコースやその中の素材を、海外に売ってもらえるようにするには、
どうしたらよいか？Ｑ１

万博をきっかけに中国地域に来訪してもらうために、必要な施策は？Ｑ2

●万博に来場される方の多くは初めて日本を訪れる方々である。そのため、広島を中心にし
て中国地方全体を紹介すると、海外の方にもわかりやすいのではないか？

→中国地方の中で、広島県は圧倒的な認知度を誇っている。広島県以外への観光客誘致に
は、広島県を起点とした旅行プランの開発が必要である。中国地方の交通網は十分とは言え
ず、二次交通の整備が課題となっている。2025年大阪・関西万博に向けて、中国地方全体
を周遊できるツアーの開発が必要である。

●何か変わったものやここでしか味わえないものがあれば、訪日旅行者にとって魅力的であ
る。例えば、鳥取砂丘の景色は素晴らしいが、単に砂丘を見るだけでなく、特別な体験やプラ
スαの要素があれば、訪れる価値がある。何か特別な体験や見どころがあれば、訪れる人が
増えると思う。また、古代の料理があったはずですが、現在も提供されているのか？

→訪れなければ見られない景色やその地域の魅力を伝えることが重要である。そうすれば、
実際に足を運んでもらえる。その地域にしかない経験価値を提供することが大切であり、地
域側はその素材をコンテンツ化し、商品として提供できる体制整備が必要である。また、歴史
に基づいた食事も重要な要素であり、参考になる。
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2. 中国地方を万博の滞在拠点とするための取組

②中国地方を滞在拠点化とするための誘客プロモーションの実施

【 オンライン商談会ヒアリング内容 】

●中国地域だけでなく、一つの魅力的なコンテンツがあっても、その場所に行くまでの交通
や繋がりが十分でないことがある。中国地方だけで全ての行程を終えるのか、それとも九州
や四国も含めて考えるのか、点から線になるようなインフラ整備も含めてアイデアが必要で
ある。これは中国地方だけでなく、名古屋の方も同様だと思う。

→確かにその通りである。DMOも同じような課題を抱えている。地域には魅力的なものが
あるが、どうやってそれらを結びつけて、実際に訪れてもらうかが問題である。交通機関の
問題もあり、中山間地域ではタクシーの利用も難しい状況である。この問題は簡単に解決で
きるものではないが、タクシーやライドシェアの解禁や試験的な運用も可能性として考えら
れる。ハードルを乗り越えられるかどうかは未知数だが、期待しつつ、DMOや旅行会社は広
域な視点で、お客様に日本の魅力をPRし続ける必要がある。

●神谷さんの話と同様に、私たちのサービスを利用する訪日旅行客の多くは、東京、大阪、
京都を訪れる。しかし、これを中国地方に拡大することが課題である。逆に、二回目や三回目
の訪日客をメインにし、関西からの旅行者を中国地方に誘導し、そのようなお客様にどのよ
うなフォローアップや特別なサービスを提供できるかが重要だと思う。これが今後必要な取
組ではないだろうか？

→確かにその通りである。ゴールデンルートから地方に観光客を誘導することは国の方針で
あり、課題となっている。少々過激な言い方かもしれないが、インバウンドの観光客の獲得は
競争も激しい現状である。私たちは特別なサービスや地域でしか味わえない体験をわかりや
すくPRしていくための着実なプロセスがますます必要とされている。

中国地域の観光推進において、足りないものは？ （改善アイデアなど）Ｑ3
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3. 万博のテーマに沿った地域資源の収集

①地域資源の収集

中国管内の「隠れた地域資源」「万博のテーマに沿った地域資源」を収集し、イン
バウンドを中国地方に呼び込むためのモデルコースの作成に活用するため

目的

令和5年7月25日～8月7日実施期間

中国管内全市町村に、中国運輸局観光部よりメールにて依頼
回答フォーム記載内容を精査し、一覧表を作成

実施方法

全107市町村のうち、66市町村が提出。回収率：62％（目標40％）
県別回収結果（広島県：20市町村、島根県：13市町村、山口県：13市町村、
岡山県：16市町村、鳥取県：4市町村）

回収結果
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3. 万博のテーマに沿った地域資源の収集

②国の行政機関からの資源調査

中国運輸局が収集した「国として集めた地域資源」に関する資料（小冊子、印刷
物類）を読みこみ、インバウンドを中国地方に呼び込むためのモデルコースの作
成に活用するため

目的

中国運輸局より資料一式を読み込み、モデルコースの作成に有用な情報を
集約して一覧表を作成

実施方法

（資料1） 中国運輸局が収集した資料一覧

No 名称 分類 発行元 判型 ページ数 色 発行年 メモ

1
中国四国地方の国立公園
コンテンツ集2020

環境省 環境省 中四国地方環境事務所 A４判 38 4C ２０２０年
中国四国地方の国立公園のコンテンツが、非常に見やすく整理された編集物。地図も見やすく、ツアー造成の参考
資料として極めて有用

2 瀬戸内海クルーズガイド 環境省 瀬戸内海クルーズ推進会議 A5判 162 4C 2023年
クルーズツアーの企画造成に必要な情報が総合的に網羅・編纂されているガイドブック。地図も豊富で地域資源の
ルート検討に役立つ冊子

3 WONDERFUL SETOUCHI(Vol.18) 環境省 両備ホールディングス A4変形判 96 4C 2023年4月

「瀬戸内で過ごすときめき時間」がテーマの観光情報誌。観光スポットや食、工場などのトレンド情報が満載
＜掲載エリア＞
香川：小豆島、広島：福山、宮島、岡山：津山、美作、児島、新見、瀬戸内、備前

4 WONDERFUL SETOUCHI(Vol.15) 環境省 両備ホールディングス A4変形判 96 4C 2021年10月

「どこで何する？いま気になる瀬戸内」がテーマの観光情報誌。観光スポットや体験観光が満載
＜掲載エリア＞
蒜山、倉敷、高松、玉野、浅口、矢掛、真鍋島、小豆島、津山、吉備路、建部

5 WONDERFUL SETOUCHI(Vol.16) 環境省 両備ホールディングス A4変形判 96 4C 2022年4月

「ハッピーを見つける瀬戸内旅」がテーマの観光情報誌。観光スポットや体験観光が満載
＜掲載エリア＞
父母ケ浜、神戸、鷲羽山、王子が岳

6 極旅 SETOUCHI（瀬戸内海国立公園） 環境省 環境省 中四国地方環境事務所 A４判 18 4C 2023年1月
瀬戸内海国立公園エリアを「歴史・文化」「ご当地グルメ」「スイーツ」「アクティビティ」「伝統工芸と産業」「アート」等
の項目で紹介するパンフレット

7 広島の秘境　上下天領ツーリズム 農林水産省 農村漁村振興交付金 農泊推進事業 A4変形判 12 4C 令和元年度

広島県府中市上下町。白壁ロマンの町並みが残る歴史の町。かつて天領地であったことから「天領ツーリズム」とし
て、観光や地域づくりに取組む。同町の観光パンフレット。「歴史・文化・散策・伝統芸能」のツアー造成の参考資料と
して有用

8
中国四国管内における国産ジビエ認証取得施設
の事例集

農林水産省 中国四国農政局農村振興部農村環境課
Ａ4判

両面カラー
コピー

20 4C 令和4年5月
ジビエ認証制度の説明、国産ジビエ認証施設の紹介情報が掲載された関係者配布物。ツアー企画担当者が、国産ジ
ビエについて理解を深める資料として有用。

9 Ｊｏｇｅ ＧＵＩＤＥ 農林水産省 上下天領ツーリズム 4C 上下天領エリアのガイドマップ。インバウンド向けのＰＲツール

10
つなぐ棚田遺産めぐりマップ
棚田に恋

農林水産省 農林水産省 A5判 20 4C 不明
中国地方の棚田遺産の広報パンフレット。県別に棚田がある場所が紹介されているのみ。詳細はＱＲでＨＰを調べる
必要がある

11 瀬戸内ストーリー 環境省 環境省 中四国地方環境事務所 A4変形判 24 4C 2022年3月 「瀬戸内海国立公園とつながる」がテーマの広報パンフレット。人物取材がメイン

12 中国四国地方環境事務所/管内概要 環境省 環境省 中四国地方環境事務所 A４判 8 4C 不明 中国四国地方環境事務所/管内概要。各部署の業務内容が詳しく紹介されている

13

ディスカバー農山漁村の宝
（第9回応募団体）取組事例集
（鳥取県、山口県、広島県、岡山県）

農林水産省 中国四国農政局 A４判 24 4C 不明 「ディスカバー農山漁村の宝」応募団体の活動事例集

14
中国地方の農泊地域一覧
※クリップ止め

農林水産省
Ａ4判

両面カラー
コピー

令和5年3月末 中国地方の農泊に取り組む地域（協議会など）の活動概要、組織体制、実態情報等をまとめた関係者向けの書類

15
日本農業遺産「たたら製鉄に由来する奥出雲の
資源循環型農業」

農林水産省
Ａ4判

両面カラー
コピー

不明 中国地方の農業遺産認定地域（協議会など）の活動概要、組織体制、実態情報等をまとめた関係者向けの書類

16 中国・四国地域の農泊手帖 農林水産省 中国四国農政局農村振興部農村計画課 A5判 28 4C 令和4年10月
中国・四国地域の「農泊推進対策事業実施団体」の活動内容を200文字程度で紹介する小冊子。詳細はＱＲコードで
各団体のＨＰを閲覧する必要がある
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4. モデルコースを作成するための検討会の設置・運営

③ 第１回 検討会

令和5年10月12日（木）15時～17時日時

中国運輸局５階会議室場所

1. 開会
2. 挨拶 中国運輸局長 益田 浩
3. 検討会参加メンバーの紹介
4. 議事

① 本事業の概要説明（中国運輸局観光部長 島津 克紀）
② 万博＋観光に関する取組 〜日本全国への周遊促進〜

（公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会 審議役 川村 泰正 様）
③ 万博を見据えたインバウンドへの取組

（クラブツーリズム株式会社 代表取締役社長 酒井 博）

④ モデルコース（案）の説明
⑤ モデルコース（案）についての意見交換

5. 事務連絡（次回検討会案内など）
6. 閉会

議事次第

（資料1）中国管内市町村の地域資源収集一覧 →別紙

（資料2）モデルコースの企画で参照した「国から収集した地域資源情報一覧」

（資料3）モデルコース案

（資料4）コメントシート/コメントシート回答集約

（資料5）日本国際博覧会協会説明資料

（資料6）おすすめモデルコース案回答シート

配布資料
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4. モデルコースを作成するための検討会の設置・運営

③ 第２回 検討会

令和5年11月13日（月）14時～16時日時

中国運輸局５階会議室場所

1.開会

2.挨拶 中国運輸局次長 田中 独歩

3.検討会参加メンバーの紹介（前回欠席の方のみ）

4.議 事

①モデルコース（案）の説明

②モデルコース（案）についての意見交換

5.事務連絡

6.閉会

議事次第

（資料1）次第

（資料2）配席図

（資料3）検討会メンバー表

（資料4）出席者名簿

（資料5）モデルコース（案）改定版

（資料6）【検討会メンバー様向け】（20231025）【第１回】万博AP後の方向性

（資料7）万博を契機とした観光推進ネットワーク会議（第４回）資料

配布資料
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4. モデルコースを作成するための検討会の設置・運営

③ 第３回 検討会

令和5年12月19日（火）14時～16時日時

中国運輸局５階会議室場所

1.開会

2.挨拶 中国運輸局長 益田 浩

3.検討会参加メンバーの紹介

4.議 事

①ストーリー（案）・モデルコース（案）についての意見交換

②ターゲット市場（案）についての意見交換

5.事務連絡

6.閉会

議事次第

（資料1）次第

（資料2）配席図

（資料3）検討会メンバー表

（資料4）出席者名簿

（資料5）市場についての回答集約

（資料6）モデルコース案

（資料7）「Expo 2025 Official Experiential Travel Guides」登録説

明会 資料

配布資料
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5. 周遊モデルコースの作成

周遊モデルコースについて

全3回の検討会を経て、作成した周遊モデルコース（全18コース）は以下のとおりである。
※次ページ以降同様
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5. 周遊モデルコースの作成

周遊モデルコースについて
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5. 周遊モデルコースの作成

周遊モデルコースについて
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（1） 中国地方の観光振興における課題

中国地方は、豊かな自然、歴史、文化、食など、多様な観光資源を有する魅力的な地域で
ある。しかし、訪日外国人観光客の誘客や消費単価の向上など、観光振興に向けた課題も
存在する。主な課題は以下のとおりである。

①認知度不足

中国地方で広く認知されている観光資源は、「原爆ドーム」「平和記念公園」「嚴島神社」
「出雲大社」などに限定されている。他の魅力的な観光資源も存在するにもかかわらず、
認知度が低いため、多くの観光客がこれらの有名な観光地のみを訪れ、他の地域に足を
延ばしていない。

②誘客不足

国土交通省の訪日外国人旅行者の国内移動データによると、関西空港からの入国者
（2019年：837万8千人）の大半が、近畿内のみ滞在（63.9％）、近畿以東（関東地方：
15.7％、中部地方：9.8％）へ移動しており、中国地方は全体の3.4％と誘客が図れてい
ない。
また中国地方は、広島空港、岡山空港、米子空港などの国際空港を有するにもかかわら

ず、その利点を活かしきれていない状況である。

［出典］ 観光庁「訪日外国人消費動向調査」2019年（確報値）観光・レジャー目的のデータをもとに集計

③滞在時間の短さ

中国地方を訪れる外国人観光客は、近隣エリアと比べて宿泊者数が少なく、通過型エリア
となっている。中国地方の平均宿泊数は2.3泊と、全国平均の3.7泊よりも短い。

［出典］ 観光庁「訪日外国人消費動向調査」2019年（確報値）観光・レジャー目的

④消費単価の低さ

訪日外国人客の消費単価（日本滞在中の訪日外国人旅行者1人1回当たりの旅行支出）は、
中国地方が地方運輸局等の１０地方区分別で全国最下位である。2019年には、中国地方
の消費単価は4.1万円であったが、これは全国平均の8.6万円と大きく差がある。

［出典］ 観光庁「訪日外国人消費動向調査」2019年（確報値）観光・レジャー目的

⑤周遊ツアー造成の難しさ

地域のランドオペレーターが少ないため、複数の県をまたぐ域内周遊ツアーの造成が難し
い現状がある。交通空白地帯も多く、周遊にはバスツアーやレンタカーが利便性が高いが、
現状では選択肢が少ない。また、ツアーの実施においては、受入ガイド人材の養成が求め
られるが、現状ではこれらの取組が十分とは言えない。
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（2） 課題解決に向けた取組

前述の課題を解決するために、「2025年大阪・関西万博に来訪するインバウンド旅行者
の中国地方への誘客促進に向けたアクションプラン策定等に向けたモデルコース作成事
業」に取り組んだ。

2025年に開催される大阪・関西万博では、多くのインバウンドの来訪が見込まれる。万
博を契機に関西圏を来訪するインバウンドを、関西圏に留めることなく中国地方に誘導す
るための取組が必須である。

本事業は、以下の目的で実施された。

• 万博のテーマに沿った中国地方の地域資源を周遊するモデルコースを作成すること

以下の3つの市場を本事業のターゲットに、中国地方の5県（岡山県、広島県、山口県、
島根県、鳥取県）を本事業の対象地域としたモデルコースを作成した。

• 東アジア市場（韓国、中国、台湾、香港）
• 東南アジア市場（タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、フィリピン、ベトナム）
• 欧米豪市場（米国、カナダ、豪州、英国、フランス、ドイツ他）

モデルコースの作成は、以下の手順で進められ、計18コースを作成した。

①万博のテーマに沿った地域資源の収集
②検討会での協議
③素案の作成
④万博開催期間を考慮した商品化に耐えうる周遊モデルコースの検討

検討会ではモデルコース作成が大宗を占めていたが、プロモーションや中国地方を万博
の滞在拠点とするための取組についても検討を行った。
具体的には、以下の取組が提案された。

（一例）
• 中国地方の観光資源をPRするためのキャンペーンの実施
• 中国地方における地域資源へのアクセスを改善するための交通手段
• 中国地方での滞在を延長することを目的とした施策

これらの取組を実施することで、中国地方は、万博来訪者にとってより魅力的な地域とな
り、前述した課題が解決することが期待される。

モデルコース作成にあたり、本事業の対象地域である中国地方の5県（岡山県、広島県、
山口県、島根県、鳥取県）に、「万博のテーマに沿った地域資源の収集」を実施した。
これは、中国管内の「隠れた地域資源」「万博のテーマに沿った地域資源」を収集し、インバ
ウンドを中国地方に呼び込むためのモデルコースの作成に活用することを目的としたも
のである。

• 提出された回答は、全107市町村のうち66市町村からであり、回収率は62％であっ
た。これは、目標の40％を22％上回っている。この結果は、本事業において、中国管
内市町村の参加意欲の高さが実際の成果として示されている。
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（3） 今後の展望 「中国地方の魅力を世界へ発信するために」

本事業で開発したモデルコースは、中国地方の多様な魅力を凝縮した、インバウンド旅行

者にとって最適な旅程と考える。これらのモデルコースを最大限に活用し、中国地方を万

博来訪者にとって魅力的な地域として国内外に広く発信していくことが、今後の重要な課

題となる。具体的には、以下重点項目を推進していくことも一考である。

以上より、インバウンド旅行者の増加や万博への関心を背景に、中国地方は魅力的な観

光地としてのポテンシャルを秘めている。しかし、その魅力を最大限に引き出すためには

いくつかの課題に取り組む必要があると考える。

まず、中国地方の自然や文化遺産などの地域資源を十分に活用して、インバウンド旅行

者に魅力的な体験を提供する必要がある。これには、ゴールデンルートに留まらず、中国地

方を周遊するプランを推進し、「日本らしさ」を求める旅行者の興味を惹きつけ、体験して

もらうことが重要である。

また、観光商品の開発やイベントの企画においては、地域の特性や魅力を最大限に生か

すことが求められている。ただし、急速な観光開発によって本来の魅力が損なわれるリス

クも考慮する必要がある。地域全体の価値を向上させるためには、価格設定や地産地消の

推進など、持続可能な観光モデルの構築が不可欠である。

さらに、地域のマネジメント体制の強化も必要である。高品質な観光サービスを提供する

ためには、地元の人材育成や組織の整備が欠かせない。また、地域の観光資源を十分に活

用するためには、地域間や都市間の連携が重要である。今後、地域間や都市間の連携を強

化し、訪日外国人に魅力的なプランを提供するための取組が必要である。

① 周遊ツアー造成の工夫

中国地方を訪れる外国人観光客は、全国平均と比較して滞在時間が短く、消費単価も低
迷している。この課題を解決するためには、周遊ツアーの造成を工夫することで滞在時間
を延長し、消費単価を向上させる施策の検討が不可欠である。受け入れガイド人材の養成
も欠かせない。今後、関係者と連携しつつ効果的な周遊ツアーの造成を進めていくことが
必要である。

② 二次交通課題の解決

魅力的な観光資源があっても、移動手段がないために訪れられないという課題は、中国
地方にとって大きな課題である。バスツアー、様々な交通モード、レンタカーなどを活かし
た着地型コンテンツの開発など、旅行会社のリソースを十分に活用して解決に取り組くん
でいく考えである。

③ 情報発信の強化

モデルコースの内容、旅行商品、二次交通情報などを、国内外の旅行者に向けて積極的に
発信する必要がある。万博開催期間だけでなく、長期的な視点に立った情報発信戦略を
構築し、中国地方の認知度向上をめざす必要がある。

これらの取組を通じて、中国地方へのインバウンド旅行者数を増加させ、地域経済の活性
化を進めていくことが必要である。


